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支援体制

今後の予定
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活動内容

研究者へのアンケートを実施し、現時点
および今後の倫理・社会共創に関する課
題を収集

PPIに関する研究者支援
PPIの類型や開発、課題別のPPIのあ
り方について検討

再生・細胞治療・遺伝子治療
研究に関する一般市民パネル
を募集し設置

PPIパネルキックオフミーティ
ング開催 (2025年2月8日)

倫理・社会共創面に関する海外調査

海外動向調査方針の決定

倫理社会共創面の法令、指針、
事例、動向の調査

国内外有識者からのヒアリング
の実施

海外調査結果に対する成果報告
と情報共有

現在の調査テーマ：ヘルシンキ
宣言2024改訂による影響、
異種移植

学会

支援・伴走研究者

相談

連携

社会実装を目指すうえで倫理・社会共創課題の
解決に必要と考えられる対応

アンケート結果

今後の異種移植の動向に対応するため
2024年8月に発足

異種移植に関する倫理的課題
への対策、社会共創に向けた
活動

個別の研究開発に応じて、当
該研究開発特有の課題解決に
向けて伴走支援

海外動向調査グループと連携
し、異種移植に関する国内外
の動向の情報を収集し研究者
に還元

アンケート対象課題：110件

実施期間：
2024年10月9日～11月18日

アンケート設問数：12問

企業

中央管理室

PPI支援と研究
グループ 海外動向調査

グループ

人材育成・教育
グループ

相談・情報発信
基盤確立グループ

早期研究者
対応グループ

倫理的課題把握
グループ

プロジェクト
チーム

タスク
フォース

異種移植
プロジェクト

チーム

タスク
フォース

2024年8月
発足！

各研究開発課題に従事する研究
者の教育プログラムを検討
（2025年度以降、年1回研修会
を実施予定）

倫理・社会共創面の若手研究者、
支援者等を対象とする教育プロ
グラムを検討
（2024年度後半以降、教育機会
を提供中）

研究者教育/倫理・社会共創面の若手
研究者、支援者等を対象とする教育

http://www.hp-mctr.med.osaka-u.ac.jp/recet/index.html

相談受付体制と情報発信体制の構築

相談・情報発信
基盤確立グループ

HPの立ち上げ

社会実装を目指すうえで解決が必要となる
『倫理的』『規制面』『社会的』課題についての認識 倫理・社会共創課題に関する

支援の希望

【利益相反の開示】演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業などはありません。

「再生・細胞医療・遺伝子治
療実現加速化プログラム」に
おける研究開発課題に対し、
アンケートを実施し、倫理・
社会共創に関する課題の意識
と支援の要望について調査を
実施

アンケート結果を受け、ヒア
リング対象を抽出

アンケート結果によって抽出された支援対象研究課題については、順次ヒアリングを行っていく。また研究者の要望によりプロジェクトチーム等を新規に立ち上
げる。それぞれの活動で収集した情報を共有し、各グループ、プロジェクトチームと連携を行い、再生・細胞医療・遺伝子治療の研究開発ごとに社会実装に求め
られる最適な支援プラットフォームを提供できるよう今後も活動を行っていく予定である。

我々は、AMED事業「再生・細胞医療・遺伝子治療実現加速化プログラム」にて、ARO、倫理専門家、認定再生医療等委員会関係者、再生医療等の研究者、規制
の専門家の9施設 20人の研究者から構成され、この分野の研究についての倫理・社会共創課題についての支援および人材育成・教育、PPI支援、海外動向調査等
の多機能をもつ支援組織を立ち上げた。今回はその活動について報告する。

AMED事業「再生・細胞医療・
遺伝子治療実現加速化プログラ
ム」における「再生・細胞医
療・遺伝子治療研究実用化支援
課題（倫理・社会共創課題）」
として活動を開始。2024年6月
に全体会議を開催し、６つのグ
ループを立ち上げ、それぞれの
業務を分担している。中央管理
室が全体の管理を行い、年4回
の全体会議で進捗管理を行って
いる。
また新たに2024年8月に異種移
植プロジェクトチームを立ち上
げた。

グループで
対応できな
い場合

立ち上げ
活動

PPI支援と研究
グループ

人材育成・教育
グループ

倫理的課題把握
グループ

海外動向調査
グループ

異種移植
プロジェクトチーム

※調査研究を伴うもの
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